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県
漁
民
が
県
に
再
要
請 

【
読
売
新
聞
・
１
０
月
１
２
日
】
国
営
諫
早

湾
干
拓
事
業
（
長
崎
県
）
潮
受
け
堤
防
排
水

門
の
開
門
調
査
を
巡
り
、
佐
賀
、
福
岡
、
熊

本
の
３
県
の
漁
協
・
漁
連
で
つ
く
る
対
策
委

員
会
（
草
場
淳
吉
会
長
）
は
１
１
日
、
農
林

水
産
省
で
鹿
野
農
相
に
対
し
、
全
開
門
調
査

を
求
め
る
要
望
書
を
提
出
し
た
。 

 

対
策
委
は
、
県
有
明
海
漁
協
、
福
岡
県
有

明
海
漁
連
、
熊
本
県
漁
連
で
構
成
。
要
望
書

で
は
、
「
開
門
調
査
は
有
明
海
再
生
の
た
め

で
、
全
開
門
以
外
で
は
、
有
明
海
の
環
境
変

化
の
原
因
究
明
を
果
た
せ
な
い
」
と
主
張

し
、
鹿
野
農
相
が
「
制
限
開
門
」
の
意
向
を

表
明
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
憤
ま
ん
や
る

か
た
な
い
思
い
」
と
批
判
。
そ
の
上
で
〈
１
〉

水
門
を
全
開
し
た
調
査
に
す
る
〈
２
〉
開
門

調
査
に
係
る
環
境
影
響
評
価
は
、
漁
業
者
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
〈
３
〉
漁
業
被
害
が
発

生
し
な
い
よ
う
万
全
を
期
し
、
万
一
に
備
え

た
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
構
築
す
る
―

―
の
３
点
を
求
め
た
。 

 

県
有
明
海
漁
協
に
よ
る
と
、
鹿
野
農
相
は

「
長
崎
と
の
調
整
や
防
災
上
の
問
題
も
あ

る
が
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
」

と
答
え
た
と
い
う
。 

諫早全開門求め農相に要望書 ３県の漁協・漁連 

【
佐
賀
新
聞
・
１
０
月
４
日
】
国
営
諫
早
湾

干
拓
事
業
の
開
門
派
の
民
主
党
国
会
議
員

で
つ
く
る
「
有
明
海
の
再
生
を
考
え
る
議
員

の
会
」
は
３
日
、
農
水
省
で
筒
井
信
隆
副
大

臣
と
面
会
し
、
今
後
の
開
門
協
議
の
在
り
方

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。
議
連
側
は

開
門
に
反
対
す
る
長
崎
県
の
議
員
を
交
え

た
協
議
の
場
の
設
置
な
ど
を
提
案
、
筒
井
副

大
臣
も
検
討
す
る
意
向
を
示
し
た
。
意
見
交

換
は
非
公
開
で
行
っ
た
。
同
会
の
事
務
局
長

を
務
め
る
川
崎
稔
参
院
議
員
に
よ
る
と
、
農

水
省
が
示
し
た
制
限
開
門
の
方
針
に
対
し
、

同
会
は
佐
賀
県
な
ど
が
求
め
る
最
終
的
に

全
開
す
る
開
門
方
法
を
あ
ら
た
め
て
主
張

し
た
。
そ
の
上
で
、
関
係
県
の
国
会
議
員
が

話
し
合
う
場
の
必
要
性
を
指
摘
し
、
以
前
、

農
水
省
が
設
置
し
て
い
た
検
討
委
員
会
の

よ
う
に
長
崎
県
の
国
会
議
員
も
交
え
た
協

議
の
場
を
つ
く
る
よ
う
提
案
。
筒
井
副
大
臣

も
「
考
え
て
み
た
い
」
と
検
討
す
る
考
え
を

示
し
た
。  

 

た
も
の
と
言
い
難
く
、
有
明
海
異
変
の
解

明
は
お
ぼ
つ
か
な
い
」
と
批
判
。
排
水
門

を
段
階
的
に
開
門
し
、
最
終
的
に
は
全
開

門
で
調
査
す
る
よ
う
求
め
た
。 

よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
・
国
会
通
信 

よ み が え れ ！  

有 明 訴 訟 弁 護 団
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【
佐
賀
新
聞
・
１
０
月
４
日
】
国
営
諫
早

湾
干
拓
事
業
の
開
門
問
題
で
、
鹿
野
道
彦

農
相
が
「
制
限
開
門
」
に
よ
る
調
査
方
針

を
表
明
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
古
川
康
佐

賀
県
知
事
は
４
日
の
定
例
会
見
で
「
制
限

開
門
の
内
容
と
手
続
き
は
極
め
て
問
題
」

と
不
快
感
を
示
し
、
最
終
的
に
「
全
開
門
」

を
原
則
と
す
る
方
法
を
週
内
に
農
相
に

再
度
要
請
す
る
考
え
を
示
し
た
。  

 

佐
賀
県
は
環
境
変
化
の
原
因
究
明
の

た
め
、
堤
防
内
の
調
整
池
に
入
る
海
水
量

が
最
大
と
な
る
よ
う
に
原
則
「
全
開
門
」

を
要
請
し
て
い
る
。
古
川
知
事
は
「
要
請

し
た
方
法
と
は
大
き
く
か
け
離
れ
、
事
前

に
全
く
話
も
な
く
方
針
表
明
さ
れ
た
こ

と
は
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
こ
う
し

た
や
り
方
で
は
、
佐
賀
は
も
ち
ろ
ん
長
崎

県
の
理
解
を
得
る
の
は
難
し
い
の
で
は
」

と
農
相
の
対
応
を
批
判
し
た
。  

 

農
相
と
の
面
談
は
６
日
か
７
日
で
調

整
中
。
環
境
相
に
対
し
て
も
、
環
境
省
内

に
あ
る
総
合
調
査
評
価
委
員
会
の
早
期

再
開
と
、
開
門
調
査
の
計
画
段
階
か
ら
評

価
を
実
施
す
る
よ
う
要
請
す
る
。 

 

ま
た
、
県
と
有
明
海
沿
岸
市
町
水
産
振

興
協
議
会
（
佐
賀
、
鹿
島
市
な
ど
６
市

町
）
、
有
明
海
漁
協
に
よ
る
連
絡
会
を
今

月
中
旬
に
開
き
、
今
後
の
対
応
な
ど
に
つ

い
て
意
見
交
換
す
る
。 

諫
早
開
門
派
議
連 

 

制
限
開
門
に
抗
議
の
緊

急
決
議 

佐
賀
県
議
会 

【
西
日
本
新
聞
・
１
０
月
１
日
】
鹿
野
道
彦

農
相
が
「
制
限
開
門
」
に
よ
る
調
査
方
針
を

示
し
た
こ
と
を
受
け
、
佐
賀
県
議
会
は
３
０

日
、
国
へ
の
抗
議
と
全
開
門
調
査
を
求
め
る

緊
急
決
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
決

議
案
は
、
調
整
池
の
水
位
変
動
幅
を
２
０
セ

ン
チ
に
抑
え
る
制
限
開
門
に
つ
い
て
「
（
常 

時
開
放
を
命
じ
た
）
福
岡
高
裁
判
決
に
即
し

知
事
「極
め
て
問
題
」 

諫
早
制
限
開
門
方
針
に 

協
議
の
場
設
置
を 

 

民
主
県
連 

農
相
に
抗
議 

【
佐
賀
新
聞
・
９
月
２
７
日
】
民
主
党
佐

賀
県
連
は
２
６
日
、
鹿
野
道
彦
農
相
と
農

水
省
で
面
会
し
、
佐
賀
県
側
に
事
前
の
情

報
提
供
も
な
く
、
「
制
限
開
門
」
を
長
崎

県
側
に
打
診
し
た
こ
と
に
抗
議
し
、
最
終

的
に
全
開
門
を
実
現
す
る
よ
う
要
請
し

た
。
会
談
に
は
原
口
一
博
代
表
と
大
串
博

志
副
代
表
が
出
席
。
原
口
代
表
は
「
制
限

開
門
は
十
分
な
海
水
導
入
量
が
確
保
で

き
ず
、
全
く
不
十
分
。
（
５
年
間
の
常
時

開
放
を
命
じ
た
）
福
岡
高
裁
判
決
の
内
容

に
沿
う
も
の
で
は
な
い
」
と
主
張
。
佐
賀

側
に
事
前
協
議
が
な
か
っ
た
点
は
「
利
害

関
係
を
有
す
る
わ
が
県
の
立
場
を
著
し

く
軽
視
す
る
」
と
抗
議
し
た
。
鹿
野
農
相

は
２
３
日
の
長
崎
県
へ
の
打
診
に
関
し
、

「
協
議
の
中
で
私
自
身
、
具
体
的
な
考
え

を
示
さ
ね
ば
と
判
断
し
た
。
防
災
、
営
農
、

漁
業
に
最
も
影
響
が
少
な
い
方
法
と
い

う
こ
と
で
伝
え
た
」
と
説
明
。
佐
賀
県
側

に
説
明
が
な
か
っ
た
こ
と
は
「
突
然
で
申

し
訳
な
か
っ
た
」
と
話
し
た
。 

会
談
後
、
原
口
代
表
は
「
宝
の
海
を
取

り
戻
す
た
め
に
は
、
全
面
開
門
が
必
要
。

制
限
開
門
は
、
全
面
開
門
に
向
け
た
第
一

歩
と
し
て
以
外
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」

と
強
調
。
今
後
、
佐
賀
県
連
と
し
て
、
長

崎
県
連
に
対
し
、
協
議
の
場
の
設
置
な
ど

を
働
き
か
け
る
考
え
も
示
し
た
。 


